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人
口
減
少
、高
齢
化
が
進
む

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
沿
線
地
域

　　
千
葉
県
の
代
表
的
な
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
る
小
湊
鐵

道
と
い
す
み
鉄
道
。小
湊
鐵
道
は
、市
原
市
の
五
井
駅

を
始
点
に
大
多
喜
町
の
上
総
中
野
駅
ま
で
39
・
1
㎞
、

い
す
み
鉄
道
は
い
す
み
市
の
大
原
駅
か
ら
上
総
中
野
駅

ま
で
26
・
8
㎞
と
、両
鉄
道
の
線
路
は
上
総
中
野
駅
を
結

節
点
と
し
て
、ち
ょ
う
ど
房
総
半
島
の
中
央
部
あ
た
り
を

横
断
す
る
よ
う
に
敷
か
れ
て
い
る
。ト
ロ
ッ
コ
列
車
な
ど

の
観
光
列
車
も
走
り
、車
窓
か
ら
は
牧
歌
的
な
雰
囲
気

が
た
だ
よ
う
里
山
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
先
に
は
、沿
線
に
咲
く
菜
の
花
も
美
し
い
。

　
そ
の
沿
線
地
域（
市
原
市
、い
す
み
市
、勝
浦
市
、大
多

喜
町
、御
宿
町
）で
は
、人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

沿
線
地
域
の
人
口
を
み
る
と
、
2
0
0
5
年
：

3
7
1,
5
5
7
人
↓
2
0
2
5
年
：
3
2
3,
7
2
7

人
と
20
年
前
と
比
較
し
て
▲
12
・
9
％（
▲
4
7,
8
3
0

人
）減
少
し
た
。同
期
間
の
千
葉
県（
同
＋
2
・
6
％
増
）

や
全
国（
同
▲
2
・
2
％
減
）に
比
べ
る
と
、落
ち
込
み
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、将
来
の
人
口
に
目
を
向
け
て

も
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、

2
0
4
5
年（
20
年
後
）の
沿
線
地
域
の
人
口
は
、

2
6
0,
3
1
4
人
と
25
年
比
▲
19
・
6
％
減
と
な
って
お

り
、千
葉
県（
同
▲
7
・
1
％
減
）や
全
国（
同
▲
8
・
6
％

減
）と
比
べ
る
と
減
少
幅
が
大
き
い
。

　
沿
線
地
域
で
は
人
口
減
と
共
に
、高
齢
化
の
進
行
も

進
む
。沿
線
地
域（
2
0
0
5
年：19・8
％
↓
2
0
2
5

年
：
33
・
6
％
↓
2
0
4
5
年
：
41
・
1
％
）は
、千
葉
県

（
2
0
0
5
年
：
16
・
7
％
↓
2
0
2
5
年
：
27
・
6
％
↓

2
0
4
5
年
：
34
・
8
％
）や
全
国（
2
0
0
5
年
：
20
・

1
％
↓
2
0
2
5
年
：
29
・
6
％
↓
2
0
4
5
年
：
36
・

3
％
）と
比
べ
る
と
高
齢
化
の
進
み
が
早
く
な
って
い
る
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る

「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
そ
ん
な
沿
線
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、両
鉄
道
と

千
葉
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、新
た
な
地
域

お
こ
し
の
取
り
組
み「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
以
下
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」が
始
ま
っ
た
。

両
鉄
道
の
沿
線
地
域
の
事
業
者
が
、ち
ば
ぎ
ん
商
店
株

式
会
社
の
運
営
す
る
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
C-

V
A
L
U
E
」を
通
じ
て
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、地
域
の
新
し
い
魅
力
創
出
を
図
る
。〝
た
す

き
〞に
は
、前
述
の
両
鉄
道
の
線
路
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

と
、房
総
半
島
を
た
す
き
掛
け
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
こ
と
に
加
え
、新
た
な
商
品
や
事
業
の
創
出
に
よ
っ
て

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
未
来
へ
の〝
た
す
き
〞、参
加
企

業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
人
と
人
と
の〝
た
す
き
〞と

いっ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
12
月
に
開
始
し
た
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
弾
企
画
で
は
、小
湊
鐵
道
沿
線
の
移
住
者
を
巡
る

ツ
ア
ー
や
い
す
み
鉄
道
沿
線
の
宿
泊
施
設
に
よ
る
地
元

食
材
を
使
用
し
た
限
定
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
、竹
林
整
備
と

メ
ン
マ
づ
く
り
体
験
な
ど
個
性
豊
か

な
プ
ラ
ン
が
揃
い
、合
計
4
0
0
万
円

以
上
の
支
援
を
集
め
た
。い
ず
れ
も
沿

線
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
づ

く
り
を
主
眼
に
置
く
。

1
0
0
0
人
を
超
え
る

来
場
者
を
集
め
た

た
す
き
プ
ロ
ジェク
ト
第
２
弾

「
結
び
目
マ
チ
ル
シ
ェ
」

　　
今
年
４
月
26
日
に
は
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
と
し
て
、小
湊
鐵
道

と
い
す
み
鉄
道
の
結
節
点
と
な
る
上

総
中
野
駅
に
て
、両
鉄
道
の
沿
線
グ
ル

メ
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト「
結
び

目
マ
チ
ル
シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
た
。当
日

は
、地
元
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
舞
や
ダ
ン
ス
、ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ

会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
沿
線
の
グ
ル
メ
が
約

30
店
舗
出
店
。人
口
8,
0
0
0
人
の
大
多
喜
町
に

1,
0
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
た
。来
場
者
か
ら
は
、こ
う
し
た
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
は
地
域
で
は
少
な
く
、地
域
で
交
流
す
る
き
っ
か

け
と
な
って
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
あ
わ
せ
て
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、C-

V
A
L
U
E
上
で

新
た
に
公
開
す
る
11
の
新
企
画
を
沿
線
事
業
者
自
ら
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、直
接
来
場
者
に
支
援
を

訴
え
た
。千
葉
銀
行
か
ら
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

閲
覧
・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
両
鉄
道
公
認
の
車
両
型

「
房
総
横
断
鉄
道 

た
す
き
N
F
T（※

）（
期
間
4
/
26
〜

6
/
26
）」を
配
布
し
た
ほ
か
、沿
線
地
域
へ
の
誘
客
・
回

遊
を
目
的
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト（
4
/
26
〜
7
/

26
）な
ど
を
発
表
し
た
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、沿
線
地
域

の
駅
や
グ
ル
メ
、観
光
名
所
な
ど
50
か
所
に
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
、3
か
所
集
め
る
と
特
別
乗
車
券
、25
か
所
集
め
る

と
沿
線
旅
館
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト

で
、沿
線
地
域
で
の
回
遊
性
を
高
め
、新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

地銀9行
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レポート

File.25 全
国
の
地
方
銀
行
９
行
に
よ
る「
地
域
再
生
・
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
、千
葉
県
の
代
表
的
な
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
と
千
葉
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
行
っ
た
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み

「
房
総
横
断
鉄
道

　た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

沿
線
地
域
の
活
性
化
が
必
要

　
沿
線
地
域
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
の
利
用
客
も
減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
け
ば
、人
々
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
動
や
、経
済
活
動
を
支
え
て
き
た
地
域
鉄
道
の
縮

小
、廃
線
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
新
た

な
資
源
・ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
成
長
へ
の
継
続
的
な
支
援
・

投
資
に
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
だ
。そ
の
意
味
で
、地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、

地
域
へ
投
資
を
促
す「
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力
的
か
つ
新
た
な
資
源

を
見
出
し
、そ
こ
に
投
資
を
集
め
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

き
っ
か
け
と
な
り
、地
域
の
活
性
化
や
関
係
人
口
の
増

加
、移
住
定
住
に
つ
な
が
る
な
ど
地
域
全
体
の
盛
り
上
が

り
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
責
：
株
式
会
社
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所

　
　
　
長
島 

裕
之
）

（※

）N
F
T・・・「N

on
-Fungible  Token

」の
略
。ブ
ロ
ッ

　
　ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用
い
て
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
唯
一

　
　の
性
質
を
付
与
し
て
真
贋
性
を
担
保
す
る
機
能
や
、取
引

　
　履
歴
を
追
跡
で
き
る
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
。

い
り 

あ
い

房
総
を
つ
な
ぐ
、

「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

こ   

み
な
と
て
つ   

ど
う

たすきプロジェクトバナー　

たすきプロジェクト第２弾
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春
先
に
は
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線
に
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進
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・
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％
↓
2
0
4
5
年
：
41
・
1
％
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葉
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％
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％
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る

来
場
者
を
集
め
た

た
す
き
プ
ロ
ジェク
ト
第
２
弾

「
結
び
目
マ
チ
ル
シ
ェ
」

　　
今
年
４
月
26
日
に
は
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
と
し
て
、小
湊
鐵
道

と
い
す
み
鉄
道
の
結
節
点
と
な
る
上

総
中
野
駅
に
て
、両
鉄
道
の
沿
線
グ
ル

メ
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト「
結
び

目
マ
チ
ル
シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
た
。当
日

は
、地
元
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
舞
や
ダ
ン
ス
、ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ

会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
沿
線
の
グ
ル
メ
が
約

30
店
舗
出
店
。人
口
8,
0
0
0
人
の
大
多
喜
町
に

1,
0
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
た
。来
場
者
か
ら
は
、こ
う
し
た
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
は
地
域
で
は
少
な
く
、地
域
で
交
流
す
る
き
っ
か

け
と
な
って
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
あ
わ
せ
て
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、C-

V
A
L
U
E
上
で

新
た
に
公
開
す
る
11
の
新
企
画
を
沿
線
事
業
者
自
ら
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、直
接
来
場
者
に
支
援
を

訴
え
た
。千
葉
銀
行
か
ら
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

閲
覧
・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
両
鉄
道
公
認
の
車
両
型

「
房
総
横
断
鉄
道 

た
す
き
N
F
T（※

）（
期
間
4
/
26
〜

6
/
26
）」を
配
布
し
た
ほ
か
、沿
線
地
域
へ
の
誘
客
・
回

遊
を
目
的
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト（
4
/
26
〜
7
/

26
）な
ど
を
発
表
し
た
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、沿
線
地
域

の
駅
や
グ
ル
メ
、観
光
名
所
な
ど
50
か
所
に
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
、3
か
所
集
め
る
と
特
別
乗
車
券
、25
か
所
集
め
る

と
沿
線
旅
館
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト

で
、沿
線
地
域
で
の
回
遊
性
を
高
め
、新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

地銀9行
連携
レポート

File.25 全
国
の
地
方
銀
行
９
行
に
よ
る「
地
域
再
生
・
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
、千
葉
県
の
代
表
的
な
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
と
千
葉
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
行
っ
た
地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み

「
房
総
横
断
鉄
道

　た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

沿
線
地
域
の
活
性
化
が
必
要

　
沿
線
地
域
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
の
利
用
客
も
減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
け
ば
、人
々
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
動
や
、経
済
活
動
を
支
え
て
き
た
地
域
鉄
道
の
縮

小
、廃
線
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
新
た

な
資
源
・ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
成
長
へ
の
継
続
的
な
支
援
・

投
資
に
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
だ
。そ
の
意
味
で
、地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、

地
域
へ
投
資
を
促
す「
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力
的
か
つ
新
た
な
資
源

を
見
出
し
、そ
こ
に
投
資
を
集
め
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

き
っ
か
け
と
な
り
、地
域
の
活
性
化
や
関
係
人
口
の
増

加
、移
住
定
住
に
つ
な
が
る
な
ど
地
域
全
体
の
盛
り
上
が

り
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
責
：
株
式
会
社
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所

　
　
　
長
島 

裕
之
）

（※

）N
F
T・・・「N

on
-Fungible  Token

」の
略
。ブ
ロ
ッ

　
　ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用
い
て
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
唯
一

　
　の
性
質
を
付
与
し
て
真
贋
性
を
担
保
す
る
機
能
や
、取
引

　
　履
歴
を
追
跡
で
き
る
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
。

い
り 

あ
い

房
総
を
つ
な
ぐ
、

「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

こ   

み
な
と
て
つ   

ど
う

たすきプロジェクトバナー　

たすきプロジェクト第２弾
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

人
口
減
少
、高
齢
化
が
進
む

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
沿
線
地
域

　　
千
葉
県
の
代
表
的
な
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
る
小
湊
鐵

道
と
い
す
み
鉄
道
。小
湊
鐵
道
は
、市
原
市
の
五
井
駅

を
始
点
に
大
多
喜
町
の
上
総
中
野
駅
ま
で
39
・
1
㎞
、

い
す
み
鉄
道
は
い
す
み
市
の
大
原
駅
か
ら
上
総
中
野
駅

ま
で
26
・
8
㎞
と
、両
鉄
道
の
線
路
は
上
総
中
野
駅
を
結

節
点
と
し
て
、ち
ょ
う
ど
房
総
半
島
の
中
央
部
あ
た
り
を

横
断
す
る
よ
う
に
敷
か
れ
て
い
る
。ト
ロ
ッ
コ
列
車
な
ど

の
観
光
列
車
も
走
り
、車
窓
か
ら
は
牧
歌
的
な
雰
囲
気

が
た
だ
よ
う
里
山
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
先
に
は
、沿
線
に
咲
く
菜
の
花
も
美
し
い
。

　
そ
の
沿
線
地
域（
市
原
市
、い
す
み
市
、勝
浦
市
、大
多

喜
町
、御
宿
町
）で
は
、人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

沿
線
地
域
の
人
口
を
み
る
と
、
2
0
0
5
年
：

3
7
1,
5
5
7
人
↓
2
0
2
5
年
：
3
2
3,
7
2
7

人
と
20
年
前
と
比
較
し
て
▲
12
・
9
％（
▲
4
7,
8
3
0

人
）減
少
し
た
。同
期
間
の
千
葉
県（
同
＋
2
・
6
％
増
）

や
全
国（
同
▲
2
・
2
％
減
）に
比
べ
る
と
、落
ち
込
み
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、将
来
の
人
口
に
目
を
向
け
て

も
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、

2
0
4
5
年（
20
年
後
）の
沿
線
地
域
の
人
口
は
、

2
6
0,
3
1
4
人
と
25
年
比
▲
19
・
6
％
減
と
な
って
お

り
、千
葉
県（
同
▲
7
・
1
％
減
）や
全
国（
同
▲
8
・
6
％

減
）と
比
べ
る
と
減
少
幅
が
大
き
い
。

　
沿
線
地
域
で
は
人
口
減
と
共
に
、高
齢
化
の
進
行
も

進
む
。沿
線
地
域（
2
0
0
5
年：19・8
％
↓
2
0
2
5

年
：
33
・
6
％
↓
2
0
4
5
年
：
41
・
1
％
）は
、千
葉
県

（
2
0
0
5
年
：
16
・
7
％
↓
2
0
2
5
年
：
27
・
6
％
↓

2
0
4
5
年
：
34
・
8
％
）や
全
国（
2
0
0
5
年
：
20
・

1
％
↓
2
0
2
5
年
：
29
・
6
％
↓
2
0
4
5
年
：
36
・

3
％
）と
比
べ
る
と
高
齢
化
の
進
み
が
早
く
な
って
い
る
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る

「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
そ
ん
な
沿
線
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、両
鉄
道
と

千
葉
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、新
た
な
地
域

お
こ
し
の
取
り
組
み「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
以
下
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」が
始
ま
っ
た
。

両
鉄
道
の
沿
線
地
域
の
事
業
者
が
、ち
ば
ぎ
ん
商
店
株

式
会
社
の
運
営
す
る
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
C-

V
A
L
U
E
」を
通
じ
て
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、地
域
の
新
し
い
魅
力
創
出
を
図
る
。〝
た
す

き
〞に
は
、前
述
の
両
鉄
道
の
線
路
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

と
、房
総
半
島
を
た
す
き
掛
け
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
こ
と
に
加
え
、新
た
な
商
品
や
事
業
の
創
出
に
よ
っ
て

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
未
来
へ
の〝
た
す
き
〞、参
加
企

業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
人
と
人
と
の〝
た
す
き
〞と

いっ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
12
月
に
開
始
し
た
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
弾
企
画
で
は
、小
湊
鐵
道
沿
線
の
移
住
者
を
巡
る

ツ
ア
ー
や
い
す
み
鉄
道
沿
線
の
宿
泊
施
設
に
よ
る
地
元

食
材
を
使
用
し
た
限
定
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
、竹
林
整
備
と

メ
ン
マ
づ
く
り
体
験
な
ど
個
性
豊
か

な
プ
ラ
ン
が
揃
い
、合
計
4
0
0
万
円

以
上
の
支
援
を
集
め
た
。い
ず
れ
も
沿

線
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
づ

く
り
を
主
眼
に
置
く
。

1
0
0
0
人
を
超
え
る

来
場
者
を
集
め
た

た
す
き
プ
ロ
ジェク
ト
第
２
弾

「
結
び
目
マ
チ
ル
シ
ェ
」

　　
今
年
４
月
26
日
に
は
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
と
し
て
、小
湊
鐵
道

と
い
す
み
鉄
道
の
結
節
点
と
な
る
上

総
中
野
駅
に
て
、両
鉄
道
の
沿
線
グ
ル

メ
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト「
結
び

目
マ
チ
ル
シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
た
。当
日

は
、地
元
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
舞
や
ダ
ン
ス
、ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ

会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
沿
線
の
グ
ル
メ
が
約

30
店
舗
出
店
。人
口
8,
0
0
0
人
の
大
多
喜
町
に

1,
0
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
た
。来
場
者
か
ら
は
、こ
う
し
た
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
は
地
域
で
は
少
な
く
、地
域
で
交
流
す
る
き
っ
か

け
と
な
って
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
あ
わ
せ
て
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、C-

V
A
L
U
E
上
で

新
た
に
公
開
す
る
11
の
新
企
画
を
沿
線
事
業
者
自
ら
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、直
接
来
場
者
に
支
援
を

訴
え
た
。千
葉
銀
行
か
ら
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

閲
覧
・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
両
鉄
道
公
認
の
車
両
型

「
房
総
横
断
鉄
道 

た
す
き
N
F
T（※

）（
期
間
4
/
26
〜

6
/
26
）」を
配
布
し
た
ほ
か
、沿
線
地
域
へ
の
誘
客
・
回

遊
を
目
的
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト（
4
/
26
〜
7
/

26
）な
ど
を
発
表
し
た
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、沿
線
地
域

の
駅
や
グ
ル
メ
、観
光
名
所
な
ど
50
か
所
に
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
、3
か
所
集
め
る
と
特
別
乗
車
券
、25
か
所
集
め
る

と
沿
線
旅
館
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト

で
、沿
線
地
域
で
の
回
遊
性
を
高
め
、新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

沿
線
地
域
の
活
性
化
が
必
要

　
沿
線
地
域
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
の
利
用
客
も
減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
け
ば
、人
々
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
動
や
、経
済
活
動
を
支
え
て
き
た
地
域
鉄
道
の
縮

小
、廃
線
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
新
た

な
資
源
・ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
成
長
へ
の
継
続
的
な
支
援
・

投
資
に
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
だ
。そ
の
意
味
で
、地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、

地
域
へ
投
資
を
促
す「
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力
的
か
つ
新
た
な
資
源

を
見
出
し
、そ
こ
に
投
資
を
集
め
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

き
っ
か
け
と
な
り
、地
域
の
活
性
化
や
関
係
人
口
の
増

加
、移
住
定
住
に
つ
な
が
る
な
ど
地
域
全
体
の
盛
り
上
が

り
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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ン
技
術
を
用
い
て
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
唯
一

　
　の
性
質
を
付
与
し
て
真
贋
性
を
担
保
す
る
機
能
や
、取
引

　
　履
歴
を
追
跡
で
き
る
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
。
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

人
口
減
少
、高
齢
化
が
進
む

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
沿
線
地
域

　　
千
葉
県
の
代
表
的
な
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
る
小
湊
鐵

道
と
い
す
み
鉄
道
。小
湊
鐵
道
は
、市
原
市
の
五
井
駅

を
始
点
に
大
多
喜
町
の
上
総
中
野
駅
ま
で
39
・
1
㎞
、

い
す
み
鉄
道
は
い
す
み
市
の
大
原
駅
か
ら
上
総
中
野
駅

ま
で
26
・
8
㎞
と
、両
鉄
道
の
線
路
は
上
総
中
野
駅
を
結

節
点
と
し
て
、ち
ょ
う
ど
房
総
半
島
の
中
央
部
あ
た
り
を

横
断
す
る
よ
う
に
敷
か
れ
て
い
る
。ト
ロ
ッ
コ
列
車
な
ど

の
観
光
列
車
も
走
り
、車
窓
か
ら
は
牧
歌
的
な
雰
囲
気

が
た
だ
よ
う
里
山
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

春
先
に
は
、沿
線
に
咲
く
菜
の
花
も
美
し
い
。

　
そ
の
沿
線
地
域（
市
原
市
、い
す
み
市
、勝
浦
市
、大
多

喜
町
、御
宿
町
）で
は
、人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

沿
線
地
域
の
人
口
を
み
る
と
、
2
0
0
5
年
：

3
7
1,
5
5
7
人
↓
2
0
2
5
年
：
3
2
3,
7
2
7

人
と
20
年
前
と
比
較
し
て
▲
12
・
9
％（
▲
4
7,
8
3
0

人
）減
少
し
た
。同
期
間
の
千
葉
県（
同
＋
2
・
6
％
増
）

や
全
国（
同
▲
2
・
2
％
減
）に
比
べ
る
と
、落
ち
込
み
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、将
来
の
人
口
に
目
を
向
け
て

も
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、

2
0
4
5
年（
20
年
後
）の
沿
線
地
域
の
人
口
は
、

2
6
0,
3
1
4
人
と
25
年
比
▲
19
・
6
％
減
と
な
って
お

り
、千
葉
県（
同
▲
7
・
1
％
減
）や
全
国（
同
▲
8
・
6
％

減
）と
比
べ
る
と
減
少
幅
が
大
き
い
。

　
沿
線
地
域
で
は
人
口
減
と
共
に
、高
齢
化
の
進
行
も

進
む
。沿
線
地
域（
2
0
0
5
年：19・8
％
↓
2
0
2
5

年
：
33
・
6
％
↓
2
0
4
5
年
：
41
・
1
％
）は
、千
葉
県

（
2
0
0
5
年
：
16
・
7
％
↓
2
0
2
5
年
：
27
・
6
％
↓

2
0
4
5
年
：
34
・
8
％
）や
全
国（
2
0
0
5
年
：
20
・

1
％
↓
2
0
2
5
年
：
29
・
6
％
↓
2
0
4
5
年
：
36
・

3
％
）と
比
べ
る
と
高
齢
化
の
進
み
が
早
く
な
って
い
る
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る

「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
そ
ん
な
沿
線
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、両
鉄
道
と

千
葉
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、新
た
な
地
域

お
こ
し
の
取
り
組
み「
房
総
横
断
鉄
道
　
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
以
下
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」が
始
ま
っ
た
。

両
鉄
道
の
沿
線
地
域
の
事
業
者
が
、ち
ば
ぎ
ん
商
店
株

式
会
社
の
運
営
す
る
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
C-

V
A
L
U
E
」を
通
じ
て
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、地
域
の
新
し
い
魅
力
創
出
を
図
る
。〝
た
す

き
〞に
は
、前
述
の
両
鉄
道
の
線
路
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

と
、房
総
半
島
を
た
す
き
掛
け
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
こ
と
に
加
え
、新
た
な
商
品
や
事
業
の
創
出
に
よ
っ
て

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
未
来
へ
の〝
た
す
き
〞、参
加
企

業
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
人
と
人
と
の〝
た
す
き
〞と

いっ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
12
月
に
開
始
し
た
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
弾
企
画
で
は
、小
湊
鐵
道
沿
線
の
移
住
者
を
巡
る

ツ
ア
ー
や
い
す
み
鉄
道
沿
線
の
宿
泊
施
設
に
よ
る
地
元

食
材
を
使
用
し
た
限
定
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
、竹
林
整
備
と

メ
ン
マ
づ
く
り
体
験
な
ど
個
性
豊
か

な
プ
ラ
ン
が
揃
い
、合
計
4
0
0
万
円

以
上
の
支
援
を
集
め
た
。い
ず
れ
も
沿

線
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け
づ

く
り
を
主
眼
に
置
く
。

1
0
0
0
人
を
超
え
る

来
場
者
を
集
め
た

た
す
き
プ
ロ
ジェク
ト
第
２
弾

「
結
び
目
マ
チ
ル
シ
ェ
」

　　
今
年
４
月
26
日
に
は
た
す
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
と
し
て
、小
湊
鐵
道

と
い
す
み
鉄
道
の
結
節
点
と
な
る
上

総
中
野
駅
に
て
、両
鉄
道
の
沿
線
グ
ル

メ
な
ど
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト「
結
び

目
マ
チ
ル
シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
た
。当
日

は
、地
元
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
舞
や
ダ
ン
ス
、ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ

会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
沿
線
の
グ
ル
メ
が
約

30
店
舗
出
店
。人
口
8,
0
0
0
人
の
大
多
喜
町
に

1,
0
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
た
。来
場
者
か
ら
は
、こ
う
し
た
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
は
地
域
で
は
少
な
く
、地
域
で
交
流
す
る
き
っ
か

け
と
な
って
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
あ
わ
せ
て
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、C-

V
A
L
U
E
上
で

新
た
に
公
開
す
る
11
の
新
企
画
を
沿
線
事
業
者
自
ら
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、直
接
来
場
者
に
支
援
を

訴
え
た
。千
葉
銀
行
か
ら
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

閲
覧
・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
両
鉄
道
公
認
の
車
両
型

「
房
総
横
断
鉄
道 

た
す
き
N
F
T（※

）（
期
間
4
/
26
〜

6
/
26
）」を
配
布
し
た
ほ
か
、沿
線
地
域
へ
の
誘
客
・
回

遊
を
目
的
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト（
4
/
26
〜
7
/

26
）な
ど
を
発
表
し
た
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、沿
線
地
域

の
駅
や
グ
ル
メ
、観
光
名
所
な
ど
50
か
所
に
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
、3
か
所
集
め
る
と
特
別
乗
車
券
、25
か
所
集
め
る

と
沿
線
旅
館
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト

で
、沿
線
地
域
で
の
回
遊
性
を
高
め
、新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
も
ら
い
た
い
考
え
だ
。

沿
線
地
域
の
活
性
化
が
必
要

　
沿
線
地
域
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、

小
湊
鐵
道
・い
す
み
鉄
道
の
利
用
客
も
減
少
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
け
ば
、人
々
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
活
動
や
、経
済
活
動
を
支
え
て
き
た
地
域
鉄
道
の
縮

小
、廃
線
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
新
た

な
資
源
・ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
成
長
へ
の
継
続
的
な
支
援
・

投
資
に
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
だ
。そ
の
意
味
で
、地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、

地
域
へ
投
資
を
促
す「
た
す
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力
的
か
つ
新
た
な
資
源

を
見
出
し
、そ
こ
に
投
資
を
集
め
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

き
っ
か
け
と
な
り
、地
域
の
活
性
化
や
関
係
人
口
の
増

加
、移
住
定
住
に
つ
な
が
る
な
ど
地
域
全
体
の
盛
り
上
が

り
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
責
：
株
式
会
社
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所

　
　
　
長
島 

裕
之
）

（※

）N
F
T・・・「N

on
-Fungible  Token

」の
略
。ブ
ロ
ッ

　
　ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用
い
て
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
唯
一

　
　の
性
質
を
付
与
し
て
真
贋
性
を
担
保
す
る
機
能
や
、取
引

　
　履
歴
を
追
跡
で
き
る
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
。
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